
地域で肥料コストの負担を抑える対策に取り組みましょう❢

昨年の春肥

2,000円/20kg

3,425円/20kg

2,276円/20kg

今年の春肥 来年の春肥

肥料価格高騰
対策の補填

全農卸売価格の推移
（基準銘柄）

※全農公表資料より農林水産省において推計

高騰前

高騰後

地域で様々な支援ができます

支援単価
〇 堆肥の利用

4,000円/トン

〇 低成分肥料銘柄の利用
100円/２０ｋｇ

〇 国内資源を含む肥料銘柄の利用
２００円/20kg

このほか、化学肥料低減の取組に要する
かかり増し経費の１/2を支援するメニュー
を地域独自で作成することもできます。

まだ間に合います

支援額
１回目の公募（終了）
（締切 ９月11日） 500万円/地域

２回目の公募（終了）
（締切 １０月23日） ５００万円/地域

３回目の公募（募集中！）
（締切 11月14日） 500万円/地域

４回目の公募（予定）
（締切 11月22日） 500万円/地域
３回目に応募していない地域 1,000万円/地域

５回目の公募（予定）
（締切 12月1日） 500万円/地域
３、４回目に応募していない地域 1,500万円/地域

※ 既に実施中の地域も複数回応募できます！

化学肥料の卸売価格は、高騰前の水準まで戻りつつありますが、経営の安定化に向けて、

化学肥料低減定着対策事業を活用し、地域で肥料コストの負担を抑えましょう。



１．土壌診断・生育診断の
実施 （診断費の1/2以内）

２．土壌分析機器の導入
（機器購入費の1/2以内）

３．堆肥の利用 （4,000円/t） ４．耕畜連携の実施
（堆肥の散布4,000円/t
∔ 稲わら等供給2,000円/t）

５．国内資源を含む肥料銘柄
の利用 （200円/20kg）

６．堆肥散布のための機械
の導入 （機器購入費の1/2以内）

７．緑肥作物の作付
（種子の価格の1/2以内）

８．低成分肥料銘柄の利用
（100円/20kg）

９．効率施肥機のモデル導入
（機器購入費の1/2以内）

10．地域独自の取組（任意）

化学肥料低減定着対策事業（第1期・第2期公募）の実施状況

取組地域数：161件
交付金額：1億400万円

取組地域数：20件
交付金額：3,000万円

取組地域数：209件
交付金額：5億7,400万円

取組地域数：26件
交付金額：4,100万円

取組地域数：321件
交付金額：6億9,900万円

取組地域数：80件
交付金額：1億9,000万円

取組地域数：162件
交付金額：2億9,400万円

取組地域数：207件
交付金額：3億8,700万円

取組地域数：96件
交付金額：3億3,300万円

取組地域数：49件
交付金額：1億5,600万円
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